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日韓マッププロジェクト
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r.はじめに

1996年11月に地質調査所と韓国資源研究所

��������瑩��潦�漱��楮楮最

&Materia1s)との間で相互協力に関する覚え書き

が締結された.覚え書き締結後,韓国資源研究所

がある大田(テジェン)において,1997年,ちょうど

桜が満開の4月に,当時の地質調査所長であった

長谷紘利氏や国際室長の笹田政克氏らが参加し

て,具体的なプロジェクトに関して活発な議論が交

わされな.当プロジェクトは,この議論の中から生

まれたものであり,会合の最後に締結された議事

録(写真1)に記されている名称は“Jointcompila-

tionofregionalgeophysica1data"である.

日韓マツブプロジェクトの目的は,日韓の地球科

学デｰタを編集し,図面あるいはCD-ROMなどの

写真1韓国資源研究所での会合の議事録調印式(1997

年4月9日).調印者はKangPhi1-Chong韓国資源

研究所長(当時,前列左)と長谷紘加地質調査所

長(当時,前列石).

数値デｰタとして公表することである.1992年に

CCOPとIntergoverpm6nta10ceanographicCom二

mission(IOC)がSEATAR(StudiesinEastAsian

TectonicsandResources)プロジェクトの中で日

本一韓国の地殻断面図を作成している(CCOPand

IOC,1992).これには地質図,テクトニックマツブ,

資源図,磁気図,重力団,震源分布図,地殻熱流

量図などが含まれている.そのため,ここでは

SEATARプロジェクト以降に収集されたデｰタな

ど,図化されていない物理探査デｰタに重点を置

いて編集することが課題となる.

2.東南アジアの地球科学情報

1996年3月につくばで｢東南アジアにおける地球

物理学デｰタの編集と解析技術｣と題したシンポジ

ウムを開催した.この時の参加者は日本,韓国,中

国,ベトナム,タイ,マレｰシア,インドネシア,パプ

アニュｰギニア,フィリピン,バングラデシュからの

研究者であり,講演件数は15件であった(通商産

業省工業技術院,1996).内容も充実しており,東

南アジアでは物理探査活動は予想以上に盛んであ

ることが分かった.しかし,磁気異常図(地質調査

所,1994),地殻熱流量図(地質調査所,1997)な

どの広域デｰタの編集は地質調査所やCCOPが中

心となって行っており,技術的には先進国の援助

がまだ必要な段階にあると言える(大久保.1996).

その中で韓国は日本と肩を並べるほどの技術力

となっている.1998年には韓国物理探査学会が発

足し,会誌発行を開始している.1999年には日本

物理探査学会と協力協定も結ばれた.

1)地質調査所地殻物理都

2)地質調査所海洋地質部

3)地質調査所資源エネルギｰ地質部

4)地質調査所企画室

キｰワｰド:日本.韓国､物理探査,磁気,重力､温度,比抵抗1
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3,韓国の物理探査デｰタ

韓国資源研究所ではさまざまな広域の物理探査

デｰタの収集活動を行っている.1995年の年報に

よれば,物理･化学探査部,環境部,石油･海洋

資源部などで以下の広域探査の研究を行ってい

る.

･空中磁気探査と空中ガンマ線探査

･重力探査

･温度デｰタの編集

･比抵抗探査

･海洋における反射法地震探査

･地展観測

空中磁気探査については韓国の陸域を200弱の

5万分の1の図画に分けてヘリコプタｰによる探査

が行われている.主測線の方向は東西,間隔は

1.5km,飛行高度は対地高度150mである.1998年

までに全体の約40%に当たる80区画弱が完成し

ている.また海域に関しては船による探査が行わ

一れている(ParkandLee,1996,口絵7).

陸域の重力デｰタは,韓国資源研究所において
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禍第1図

韓国の温度勾配図(Lim,ef∂五,1997).

1993-1996年の問に1100点の取得が行われた.韓

国地理院(Nati㎝a1GeographyInstitute)が取得

した900点とYonsei大学が取得した500点を併せ

て編集し,韓国の陸の全域をカバｰする重力図を

作成した(Choe士2ん1997).口絵8はさらに海域

のデｰタも加えて,このプロジェクトのために韓国

資源研究所が図化したものである.

温度デｰタの編集では,1996年,全国から集め

られた315個の温度検層資料と85個の岩石資料か

ら測定した熱伝導率を用いて地殻熱流量分布図を

作成した(Lime士a五,1997,第1図).詳しくは鄭･

朴(1999)が日本語で日本地熱調葦会の｢地熱｣に

紹介しているので参照されたい.

比抵抗探査については,済州(チュチュ)島など

で,主に地熱資源評価や地下水探査を目的として

行われている.済州島での探査には,今年北海道

大学に彩られた茂木透先生らも参加レていると聞

いている.

反射法地震探査は,主に石油探査を目的として

海域で行われている.英国地質調査所がまとめた

報告書(Evansef2五,1995)には,韓国東側の日本

海の反射断面図と解釈図がいくつか掲載されてい
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る.

地震観測は主に韓国気象庁(KoreaMeteoro-

1ogica1Administration)が,14点の観測点を設け

て行われている.韓国資源研究所においても独自

の観測網を設けて観測を行っている(Jm,1997).

しかし幸か不幸か,韓国は地震が少ない国であり,

阪神大震災や,最近のトルコや台湾での地震を契

機として,やっと注目されはじめたのであり,震源

の決定精度は日本のそれとはだいぶ異なる.しか

し1978年以降,マダニチュｰドユ以上の地震が多

数観測されている.

韓国科学技術院海洋研究所のChan-HongPark

氏は,千葉大学において日本海における,磁気異

常,重力,反射法などのデｰタを編集し,地殻構

造を解析し,博士論文を書き上げた(Park,1998).

彼は1987年に,現在はすでに閉校になったJICA

主催のO蛙shoreのトレｰニングコｰスに参加し,著

者の一人,大久保とともに海山の磁気異常解析を

行った.彼の博士論文は韓国と日本の間の日本海

の地殻構造を考える上で非常に参考になる.

4｡日韓マップ

このプロジェクトを立ちあげる時の韓国資源研究

所側の最初のカウンタｰパｰトはYeong-SuePark

氏であった.彼はCCOPにおいて著者の一人,石

原が東アジアの磁気異常図を編纂していた時の韓

国側代表の一人であった.その関係で1992年につ

くばに訪れている.その後も前出の1996年のつく

ばでのシンポジウムにも参加している.

1997年4月の韓国資源研究所とのプロジェクトに

関する会合の前,同年3月にYeong-SuePark氏を

地質調査所に迎えて,当プロジェクトについて打ち

合わせを行った.第1回のグルｰプ会議は,正式

なプロジェクト発足後の1997年10月であった.こ

の時はちょうどCCOP年次総会が大田にて開催さ

れた時期であり,地質調査所からも所長をはじめ

多くの方々が大田に集合していた.

その後,1998年9月に韓出資源研究所から

Yeong-SuePark氏とMutaekLim氏が来日し,当

プロジェクトの打ち合わせを行った.同年11月には

著者のうち内田と駒澤が韓国において重力探査に

ついて,重力計の比較,デｰタ処理法の比較,検

写真2韓国における検定路線中腹での重力測定(1997年

11月撮影).測位のためのGPSがガｰドレｰル(コ

ンクリｰト)に置かれている.左が著者の一人,内

田,中央が韓国資源研究所のYe㎝堅SuePark氏.

定ルｰトの設定を行った.1999年4月には駒澤が

再び韓国を訪れ,重力計の再比較,デｰタ処理を

打つだ.

当プロジェクトは,2000年度内出版を目標にして

最終段階に入っている.1999年8月に,韓国資源

研究所からSeung-HwanChmg,Hee-I1Lee両氏

が来日した際には,具体的なまとめについての打ち

合わせを行っている.

現在検討されている出版物のイメｰジは,サイズ

はA3,1デｰタ裏表1枚のシｰトにまとめ,表に縮

尺6百万分の1程度の図を掲載し,表の余白と裏に

説明文を記載する.また併せてCD-ROMバｰジョ

ンも作成する予定である.図面の範囲は北緯30-

38度,東経126-136度を考えている.掲載するデ

ｰタの種類は,索引回,地質図,地形図,重力団,

磁気図,地殻熱流量図と温度勾配図,震源分布図

などである.

これらは韓国,日本の共同で作成した最新の図

面である.図面の出版だけではなく,解釈を加え

た論文集も出版したいと我々は意気込んでいる.

これには図面には含まれない,比抵抗探査や弾性

波探査についても論文を作成するつもりである.

5.おわりに

なぜ韓国との共同マッピングなのかと思われる

方も多いのではないか.

物理探査は資源開発のツｰルとして発展してき
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た.しかし近年経済不況のせいか,政府予算は新

産業技術の開発に重点が置かれ,政府が担うべき

はずの資源や新エネルギｰ開発については予算が

減少しつつある.これは世界的な傾向であると思

う.地圏を扱う分野に明日はないのだろうか.

資源･エネルギｰは有限であり,資源･エネルギ

ｰの開発と消費は世界全体の問題となってきた.

環境問題も資源･エネルギｰの大量消費と密接に

関係し,二撃化炭素などの温暖化ガスの大量排出

はボｰダｰkメ(国境無し)の問題として規制の方

針が打ち出された.この様に地球全体を対象にし

た問題は年々増加する一方である.

地球全体の問題の中で地圏に関係したものは多

く,この様な問題の解決にはもう日本だけを研究対

象にしていても効果が少ない.アジア全体,地球

全体を対象にする必要があろう.その意味でアジ

ア全体を扱うデｰタセンタｰやシンクタンクが必要

になるはずである.

韓国は隣国でありながら,戦後それ種お付き合

いはなかった.しかし現在では技術力,経済力の

点でアジア全体を考えるパｰトナｰのひとつとして

ふさわしいと思う.今後はこのプロジェクトを契機

として,韓国側の研究者とともにアジア全体を対象

とした問題に取り組みたいと思う.
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